































効果についてモデルを構築し、第 5章から第 8章にかけて有効性を検証している。第 5
章と第 6章では単体の効果・影響度による購買促進行動を実証している。第 7章では結
合効果・コンタクトフィールド効果・関係性の構築への影響について実証している。 
これらによってモデル全体の有効性を示している。今までコミュニケーション戦略手
段を個別に論じてきたものはあるが、個別の要素を統合的にどのように機能するかにつ
いてモデルは構築されてこなかった。本論文はコンタクトポイント影響因子を、実証調
査結果による数式モデルを構築しながら有効性を示している。 
以上により、本論文は学術的に高い価値を有し、また経営学とマーケティングに跨る
研究領域に貢献するところである。よって本論文は、博士（経営学）高千穂大学大学院
の学位論文として価値があると認める。 
